
(57)【要約】

【課題】演奏者を演奏に集中させることが可能となる電

子打楽器を提供する。

【解決手段】ドラムパッド１０１ａ～１０１ｅとシンバ

ルパッド１０２ａおよび１０２ｂを取り付けるスタンド

１０６は、主として、２本の支柱１０６ａおよび１０６

ｂと、支柱１０６ａおよび１０６ｂを略水平に繋ぐ２本

のフレームと、各パッド１０１ａ，１０１ｂおよび１０

１ｅを取り付けるアーム１０６ｅ～１０６ｉとによって

構成されている。そして、２本のフレームのうち、下側

のフレームを三角柱形状のコントローラ１で置き換えて

いる。これにより、電子ドラムの重心をスタンド１０６

の下部に位置させることができて、電子ドラムを安定化

させることができるとともに、スタンド１０６の剛性を

保ちながら、装置全体としての部品点数を減少させるこ

とができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 演 奏 者 の 打 撃 操 作 に 応 じ て 電 気 信 号 を 発 生 す る 、 複 数 の 打 撃 操 作 子 と 、
　 該 複 数 の 打 撃 操 作 子 が 発 生 し た 電 気 信 号 を 伝 達 す る 信 号 線 と 、
　 該 信 号 線 を 接 続 し 、 該 信 号 線 に よ っ て 伝 達 さ れ た 電 気 信 号 に 応 じ て 、 楽 音 信 号 を 生 成 す
る 制 御 部 と 、
　 前 記 複 数 の 打 撃 操 作 子 を 保 持 す る 、 複 数 の 長 尺 体 か ら な る ス タ ン ド と
を 有 し 、
　 前 記 複 数 の 長 尺 体 に は 、 前 記 制 御 部 と 、 少 な く と も ２ 本 の 支 柱 と が 含 ま れ 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ 本 の 支 柱 を 、 該 支 柱 の 長 手 方 向 の 中 心 よ り 下 部 で 、 略 水 平 に 渡 す
よ う に 配 置 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 電 子 打 楽 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ 本 の 支 柱 の 長 手 方 向 に 任 意 に 移 動 さ せ て 取 付 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 打 楽 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の 打 撃 操 作 子 を 備 え た 電 子 打 楽 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の 打 撃 操 作 子 を 備 え た 電 子 打 楽 器 は 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 電 子 打 楽 器 と し て 、 電 子 ド ラ ム が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ２ は 、 従 来 の 電 子 ド ラ ム の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 示 例 の 電 子 ド ラ ム は 、 ５ 個 の ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ と 、 ２ 個 の シ ン バ ル パ
ッ ド １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ と 、 １ 個 の キ ッ ク パ ッ ド １ ０ ３ と 、 演 奏 者 が ス テ ィ ッ ク （ 図
示 せ ず ） を 用 い て 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ を 叩 く こ と に
よ り 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ か ら 出 力 さ れ る ト リ ガ 信 号
に 従 っ て 楽 音 信 号 を 生 成 す る 音 源 回 路 を 含 む コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４
か ら 出 力 さ れ た 楽 音 信 号 を ス テ レ オ 音 響 に 変 換 す る ス ピ ー カ １ ０ ５ ａ お よ び １ ０ ５ ｂ と 、
各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ お よ び ス ピ ー カ
１ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ を 取 り 付 け る 、 複 数 の 金 属 （ た と え ば 、 ア ル ミ ニ ウ ム ） 製 パ イ プ か ら
な る ス タ ン ド １ ０ ６ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ス タ ン ド １ ０ ６ は 、 主 と し て 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ と 、 支 柱 １ ０ ６ ａ お
よ び １ ０ ６ ｂ を 略 水 平 に 繋 ぐ ２ 本 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ お よ び １ ０ ６ ｄ と 、 各 パ ッ ド １ ０ １
ａ ， １ ０ １ ｂ ， １ ０ １ ｅ 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ お よ び ス ピ ー カ １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ を 取 り
付 け る ア ー ム １ ０ ６ ｅ ～ １ ０ ６ ｉ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６
ｂ に は 、 ア ー ム １ ０ ６ ｅ ～ １ ０ ６ ｉ が 取 り 付 け ら れ 、 フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ に は 、 ２ 個 の ド ラ
ム パ ッ ド １ ０ １ ｃ お よ び １ ０ １ ｄ と 、 ２ 個 の シ ン バ ル パ ッ ド １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ と が
取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ３ は 、 従 来 の 電 子 ド ラ ム の 他 の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 示 例 の 電 子 ド ラ ム は 、 図 ２ に 示 す 電 子 ド ラ ム に 対 し て 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ
お よ び フ レ ー ム １ ０ ６ ｄ を 省 き 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ ′ と ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ａ を 同 じ ア
ー ム １ ０ ６ ｇ に 取 り 付 け た 点 が 異 な っ て い る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 の 電 子 ド ラ ム の う ち 、 図 ２ の も の は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ 、 ス ピ ー カ
１ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ お よ び シ ン バ ル パ ッ ド １ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ な ど の 質 量 の 重 い も の が 、
ス タ ン ド １ ０ ６ の 上 部 に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 電 子 ド ラ ム の 重 心 は ス タ ン ド １ ０ ６ の
上 部 に 位 置 す る 。 し た が っ て 、 演 奏 者 が ス テ ィ ッ ク を 用 い て 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １
ｅ ， １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ を 叩 く こ と で 演 奏 を 行 う と 、 ス タ ン ド １ ０ ６ が 揺 れ て し ま い
、 演 奏 者 は 不 快 感 を 覚 え る こ と が あ る 。 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ と 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～
１ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ ， １ ０ ３ お よ び ス ピ ー カ １ ０ ５ ａ ， １ ０ ５ ｂ と は 、 信 号 を
伝 達 す る ケ ー ブ ル （ 図 示 せ ず ） で 接 続 さ れ て い る が 、 図 ２ の 電 子 ド ラ ム で は 、 コ ン ト ロ ー
ラ １ ０ ４ は ス タ ン ド １ ０ ６ の 左 端 に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 す べ て の ケ ー ブ ル の 長 さ を
揃 え た 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ か ら 最 も 遠 く に 位 置 す る デ バ イ
ス 、 図 示 例 で は 、 ス ピ ー カ １ ０ ５ ｂ あ る い は ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ｅ と の 距 離 に 、 す べ て の
ケ ー ブ ル の 長 さ を 揃 え な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 す べ て の ケ ー ブ ル の 長 さ を こ の よ う に
揃 え た 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ と の 距 離 が 最 も 短 い デ バ イ ス 、 図 示 例 で は 、 ス ピ ー カ １
０ ５ ａ あ る い は ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ａ と 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ と を 接 続 し た ケ ー ブ ル は 長
す ぎ る た め 、 そ の 余 剰 部 分 を 結 束 バ ン ド な ど で 止 め て お く 必 要 が あ り 、 演 奏 者 に 手 間 の か
か る 作 業 を 強 い て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 従 来 の 電 子 ド ラ ム の う ち 、 図 ３ の も の で は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ ′ と ド ラ ム
パ ッ ド １ ０ １ ａ と が 同 一 ア ー ム １ ０ ６ ｇ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 演 奏 者 が ス テ ィ ッ
ク を 用 い て 、 ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ａ を 叩 こ う と し て 、 誤 っ て コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ ′ を 叩 い
て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 上 記 従 来 の ２ 台 の 電 子 ド ラ ム に 共 通 し て 言 え る こ と は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ ，
１ ０ ４ ′ を ス タ ン ド １ ０ ６ に 取 り 付 け る 作 業 が 面 倒 で あ る と 言 う こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り 、 演 奏 者 を 演 奏 に 集 中 さ せ る こ と が 可
能 と な る 電 子 打 楽 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 打 楽 器 は 、 演 奏 者 の 打 撃 操 作 に 応 じ て
電 気 信 号 を 発 生 す る 、 複 数 の 打 撃 操 作 子 と 、 該 複 数 の 打 撃 操 作 子 が 発 生 し た 電 気 信 号 を 伝
達 す る 信 号 線 と 、 該 信 号 線 を 接 続 し 、 該 信 号 線 に よ っ て 伝 達 さ れ た 電 気 信 号 に 応 じ て 、 楽
音 信 号 を 生 成 す る 制 御 部 と 、 前 記 複 数 の 打 撃 操 作 子 を 保 持 す る 、 複 数 の 長 尺 体 か ら な る ス
タ ン ド と を 有 し 、 前 記 複 数 の 長 尺 体 に は 、 前 記 制 御 部 と 、 少 な く と も ２ 本 の 支 柱 と が 含 ま
れ 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ 本 の 支 柱 を 、 該 支 柱 の 長 手 方 向 の 中 心 よ り 下 部 で 、 略 水 平 に 渡
す よ う に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２ 本 の 支 柱 の 長 手 方 向 に 任 意 に 移 動 さ せ て 取 付 可 能 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 演 奏 者 の 打 撃 操 作 に 応 じ て 電 気 信 号 を 発 生 す る 、 複 数
の 打 撃 操 作 子 と 、 該 複 数 の 打 撃 操 作 子 が 発 生 し た 電 気 信 号 を 伝 達 す る 信 号 線 と 、 該 信 号 線
を 接 続 し 、 該 信 号 線 に よ っ て 伝 達 さ れ た 電 気 信 号 に 応 じ て 、 楽 音 信 号 を 生 成 す る 制 御 部 と
、 前 記 複 数 の 打 撃 操 作 子 を 保 持 す る 、 複 数 の 長 尺 体 か ら な る ス タ ン ド と を 有 し 、 前 記 複 数
の 長 尺 体 に は 、 前 記 制 御 部 と 、 少 な く と も ２ 本 の 支 柱 と が 含 ま れ 、 前 記 制 御 部 は 、 前 記 ２
本 の 支 柱 を 、 該 支 柱 の 長 手 方 向 の 中 心 よ り 下 部 で 、 略 水 平 に 渡 す よ う に 配 置 さ れ る の で 、
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電 子 打 楽 器 の 重 心 を ス タ ン ド の 下 部 に 位 置 さ せ る こ と が で き て 、 電 子 打 楽 器 を 安 定 化 さ せ
る こ と が で き る と と も に 、 ス タ ン ド の 剛 性 を 保 ち な が ら 、 装 置 全 体 と し て の 部 品 点 数 を 減
少 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 打 楽 器 を 適 用 し た 電 子 ド ラ ム の 外 観 を 示 す 図
で あ り 、 同 図 （ ａ ） は 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 ド ラ ム を 正 面 か ら 見 た と き の 外 観 を 示 し 、 同
図 （ ｂ ） は 、 同 図 （ ａ ） の 矢 印 Ａ の 方 向 か ら コ ン ト ロ ー ラ １ を 見 た と き の 外 観 の 一 部 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 ド ラ ム は 、 前 記 図 ２ の 電 子 ド ラ ム に 対 し
て 、 図 ２ の 電 子 ド ラ ム の フ レ ー ム １ ０ ６ を 構 成 す る ２ 本 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ お よ び １ ０ ６
ｄ の う ち 、 下 側 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｄ を 三 角 柱 形 状 の コ ン ト ロ ー ラ １ で 置 き 換 え た 点 の み が
異 な っ て い る 。 こ の よ う に 、 コ ン ト ロ ー ラ １ で 、 ２ 本 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ お よ び １ ０ ６ ｄ
の う ち 、 上 側 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ で は な く 、 下 側 の フ レ ー ム １ ０ ６ ｄ を 置 き 換 え た の は 、
コ ン ト ロ ー ラ １ の 質 量 は 、 フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ ま た は １ ０ ６ ｄ の 質 量 よ り 重 く 、 上 側 の フ レ
ー ム １ ０ ６ ｃ を コ ン ト ロ ー ラ １ で 置 き 換 え た 場 合 に は 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 ド ラ ム の 重 心
が ス タ ン ド １ ０ ６ の 下 部 に 位 置 し な く な る か ら で あ る 。 た だ し 、 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 フ レ
ー ム １ ０ ６ ｃ よ り 重 い も の の 、 フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ に は 、 ２ 個 の ド ラ ム パ ッ ド １ ０ １ ｃ お よ
び １ ０ １ ｄ と 、 ２ 個 の シ ン バ ル パ ッ ド １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ と が 取 り 付 け ら れ て い る の
で 、 本 実 施 の 形 態 の 電 子 ド ラ ム の 重 心 を ス タ ン ド １ ０ ６ の 下 部 に 位 置 さ せ る よ う に す る た
め に は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 少 な く と も 、 各 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ の 長 手 方 向 の 中
心 よ り 下 に 取 り 付 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 前 記 図 ２ お よ び 図 ３ 中 の コ ン ト ロ ー ラ １ ０ ４ ， １ ０ ４ ′ と 形 状 の み
が 異 な り 、 そ の 機 能 構 成 は 同 様 で あ る 。 し た が っ て 、 コ ン ト ロ ー ラ １ に は 、 音 源 回 路 （ 図
示 せ ず ） も 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ の そ
れ ぞ れ に 、 ２ 本 の ネ ジ ２ ａ お よ び ２ ｂ で ネ ジ 止 め さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ １ の 左 側 上 面 に は 、 各 種 情 報 を 表 示 す る た め の Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal D
isplay） １ ａ と 、 各 種 設 定 を 行 う た め の 複 数 の 設 定 操 作 子 １ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 な お 、
コ ン ト ロ ー ラ １ の 上 面 は 、 演 奏 者 が Ｌ Ｃ Ｄ １ ａ を 見 易 く 、 設 定 操 作 子 １ ｂ を 操 作 し 易 い よ
う に 、 傾 い て い る 。 つ ま り 、 こ の 目 的 の た め に 、 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 三 角 柱 形 状 と な っ て
い る 。 コ ン ト ロ ー ラ １ の 背 面 の 長 手 方 向 の 略 中 心 部 に は 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ，
１ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ お よ び １ ０ ３ か ら そ れ ぞ れ 延 び た ケ ー ブ ル を 接 続 す る 、 複 数 の コ ネ ク
タ （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ
， １ ０ ２ ｂ お よ び １ ０ ３ か ら コ ン ト ロ ー ラ １ の 背 面 の コ ネ ク タ ま で の 距 離 は 、 略 同 一 で あ
る の で 、 各 ケ ー ブ ル の 長 さ を 揃 え つ つ 、 余 剰 部 分 が 生 じ な い よ う に す る こ と が で き る 。 し
た が っ て 、 同 じ 長 さ の ケ ー ブ ル を 複 数 用 意 す れ ば よ い の で 、 ケ ー ブ ル の 調 達 コ ス ト を 低 減
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ を 、 ２ 本 の フ レ ー ム の う ち 、 下 側 の フ
レ ー ム に 代 え て 設 け る よ う に し た の で 、 電 子 ド ラ ム の 重 心 を ス タ ン ド １ ０ ６ の 下 部 に 位 置
さ せ る こ と が で き て 、 電 子 ド ラ ム を 安 定 化 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 ス タ ン ド １ ０ ６
の 剛 性 を 保 ち な が ら 、 装 置 全 体 と し て の 部 品 点 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ま た 、 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 各 パ ッ ド １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ ， １ ０ ２ ａ お よ び １ ０ ２ ｂ の 近
く に 配 置 さ れ て い な い の で 、 演 奏 者 は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ を 不 用 意 に 叩 く こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ の 所
定 位 置 に ネ ジ 止 め す る こ と で 固 定 さ れ る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ
と 同 様 に 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ の 上 方 向 ま た は 下 方 向 の 任 意 の 位 置 に 取 付
可 能 に 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に す る こ と で 、 演 奏 者 は 、 好 み の （ 操 作 し 易 い ） 高 さ や
、 重 心 お よ び 安 定 性 を 考 慮 し た 高 さ に 、 コ ン ト ロ ー ラ を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ を 略 水 平 に 渡 す フ レ ー ム
と し て 、 コ ン ト ロ ー ラ １ の 他 に も う １ 本 、 つ ま り フ レ ー ム １ ０ ６ ｃ を 設 け る よ う に し た が
、 こ れ に 限 ら ず 、 ２ 本 の 支 柱 １ ０ ６ ａ お よ び １ ０ ６ ｂ を 略 水 平 に 渡 す フ レ ー ム と し て 、 コ
ン ト ロ ー ラ １ の み を 設 け る よ う に し て も よ い 。 た だ し 、 こ の フ レ ー ム を コ ン ト ロ ー ラ １ の
み に す る と 、 ２ 本 の フ レ ー ム を 設 け る よ う に し た 場 合 に 比 べ 、 ス タ ン ド １ ０ ６ の 剛 性 は 低
下 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 支 柱 を ２ 本 と し た が 、 こ れ よ り 多 く て も よ い 。 た だ し 、 支
柱 の 数 が 多 い と 、 支 柱 が 演 奏 者 の 足 の 邪 魔 に な り 、 演 奏 の 妨 げ に な る の で 、 ２ 本 程 度 が 好
ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 電 子 打 楽 器 を 適 用 し た 電 子 ド ラ ム の 外 観 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 電 子 ド ラ ム の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 従 来 の 電 子 ド ラ ム の 他 の 一 例 を 示 す 外 観 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ … コ ン ト ロ ー ラ （ 制 御 部 、 長 尺 体 ） ， １ ０ １ ａ ～ １ ０ １ ｅ … ド ラ ム パ ッ ド （ 打 撃 操 作 子
） ， １ ０ ２ ａ ， １ ０ ２ ｂ … シ ン バ ル パ ッ ド （ 打 撃 操 作 子 ） ， １ ０ ６ ｅ ～ １ ０ ６ ｉ … ア ー ム
（ 長 尺 体 ） ， １ ０ ６ … ス タ ン ド ， １ ０ ６ ａ ， １ ０ ６ ｂ … 支 柱 （ 長 尺 体 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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